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「文章の構成」に関しては，これまで様々
な種類の文章を題材にして文章の構成を捉え
る問題を出題してきました。平成 26 年度は，

報告文を題材としたところ，通過率 50.7％と課題が見られる結果となりました。平成 27 年度は，新
聞の記事を題材としたところ，通過率 88.3％とかなり定着しているという結果となり，平成 28 年度
は，物語を題材としたところ，通過率 75.4％とおおむね定着しているという結果となりました。 
これらの結果から，様々な文章の種類の中でも，とりわけ報告文の構成に関して，理解が不十分で

あると言えます。要因として，新聞の記事や物語に比べ，報告文に触れる機会や実際に書く機会が少
ないことが考えられます。 

 

年度 H26 H27 H28 
通過率(%) 50.7 88.3 75.4 

出題した文章の種類 報告文 新聞の記事 物語 

 

文章の構成 

[第３学年及び第４学年] Ｂ 書くこと イ 

文章全体における段落の役割を理解し，自分の考えが明確になるように，段落相互

の関係などに注意して文章を構成すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 
事柄のまとまりを意識して，文章の

構成を考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

問題の趣旨 

通過率50.7％ 

通過率 88.3％ 

【
正
答 

①
イ 

②
ア
】 

 
 

 

【
正
答 

①
ウ
】 

 
 

 

第３・４学年 書くこと イ 
文章全体における段落の役割

を理解し，自分の考えが明確にな
るように，段落相互の関係などに
注意して文章を構成すること。 

第５・６学年 書くこと イ 
自分の考えを明確に表現

するため，文章全体の構成の
効果を考えること。 

第１・２学年 書くこと イ 
自分の考えが明確になる

ように，事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えること。 

通過率の推移 

継続的な課題として 

考えられる内容 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析】 
平成 26 年度と平成 29 年度を比較してみると，どちらも「上記以外の解答」の児童の割合が高く，ア

からエの選択肢にある，文章の構成を表す言葉についての理解が不十分であると考えられます。また，
報告文に書かれている内容と，文章の構成を表す言葉を対応させながら読むことにも課題があると考え
られます。 

 

 
  
【今後の指導に向けて】 
まず，報告文を書かせる前に，報告文とは，活動したことや調査したり研究したりした結果を報告す

る文章のことであり，それらを特定の相手に知らせることを目的とした文章であるということを，しっ
かりと押さえておきましょう。 
その際，報告文の構成の特徴を理解させるために，報告文の様々な例を提示し，比較させる中で，報

告文の構成の特徴に気付かせていくことが大切です。児童の気付きをまとめながら，報告文は，例えば，
「調べた目的」，「調べた方法」，「調査の結果」，「考えたこと」等で構成されていることを理解させまし
ょう。その際，指導者自身が報告文のモデルを自分で書いてみたり，そのモデルを児童に示してみたり
することも有効です。 
 その他にも，報告文を書く活動では，次のことを大切にして指導しましょう。 
 

 
 
 
 

  
 
   
なお，報告文は，国語科だけでなく，社会科や理科，総合的な学習の時間等，様々な場面で書く機会

があります。国語科で学習したことと関連付けて指導し，より一層の定着を図りましょう。 
 
 
 

誤答と無解答 H26(%) 

× ①に イ と解答していないが，②に ア と解答しているもの 9.6 

× ①に イ と解答しているが，②に ア と解答していないもの 7.3  

× 上記以外の解答 32.0 

― 無解答 0.5 

 

誤答と無解答 H29(%) 自校 

× ①に エ と解答していないが，②に イ と解答しているもの 7.1  

× ①に エ と解答しているが，②に イ と解答していないもの 13.1  

× 上記以外の解答 24.1  

― 無解答 1.2  

 

【
平
成
二
十
九
年
度 

題
材 

報
告
文
】 

           

○ 報告文の構成についての理解が不十分である。また，本文に書かれている内容と選
択肢にある文章の構成を表す言葉を対応させながら読むことにも課題がある。 

継続的な 
課題 

平成 29 年度の問題 

□ 報告文とはどのような文章であるかをしっかりと押さえましょう。 

□ 様々な報告文に触れさせることを通じて，報告文の構成を理解させましょう。 

□ 他教科等で調査や研究したことを報告文に書く際に，国語科で学習した内容を想起させましょう。 

授業改善のポイント 

誤答と分析（平成 26 年度と平成 29 年度） 

通過率 54.5％ 

解答類型を基に児童の誤答を分析しましょう。個々の児童のつまずきを把握し，その個
に応じた具体的な手立てを講じていきましょう。 

 

【
正
答 

①
エ 

②
イ
】 

 
 

 

目的や相手の明確化 何のために，誰に，伝えるのか等，報告する目的や相手を明確にさせる。 

報告する目的に応じて，どのような調べ方があるのか，どのような表し方があるのか
考えさせ，文章だけでなく図表やグラフなどの資料を，意図的，計画的に活用させ，数
値や事例などを引用できるようにさせる。 

資料の活用 

「調べた目的」，「調べた方法」，「調べた結果」，「結果から分かったこと」，「考えたこ
と」をカードに書かせ，構成表などに整理させる。書かれている内容と小見出しが対応
しているかを確認させる。 

 

記述・推敲 

平成 29 年度は，報告文の構成に関する授業改善の状況を
把握するため，平成 26 年度と同様の問題を出題しました。 



【平成 27 年度】 通過率 52.3％         【平成 28 年度】 通過率 29.9％ 
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国語のタイプⅡでは，平成 27 年度より，目的に応じて複数の資料か

ら必要な情報を取り出し，それらを関係付けて記述する問題を出題して

います。 

平成 27 年度は通過率 52.3％でしたが，平成 28 年度は通過率 29.9％となりました。これは，平成 27 年度

は，取り出す情報に関わるキーワードが小見出しに示されていたため，情報が取り出しやすかったのに対し，

平成 28 年度は，取り出す情報が情報量の多い文章中に配置されており，小見出しだけを頼りにして情報を取

年度 H27 H28 

通過率(%) 52.3 29.9 

情報の取り出し・情報を関係付けた記述 

[第３学年及び第４学年] Ｂ 書くこと ウ 
書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。 

[第３学年及び第４学年] Ｃ 読むこと イ 
目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考
え，文章を読むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 
目的や必要に応じて情報を取り出

し，それらを関係付けて書くことが

できるかどうかをみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の趣旨 

 

  

 

第３・４学年  書くこと ウ 
書こうとすることの中心を明確に

し，目的や必要に応じて理由や事
例を挙げて書くこと。 
 

第５・６学年  書くこと ウ 
事実と感想，意見などを区別

するとともに，目的や意図に応じ
て簡単に書いたり詳しく書いたり
すること。 

第１・２学年  書くこと ウ 
語と語や文と文との続き方に

注意しながら，つながりのある
文や文章を書くこと。 

第１・２学年  読むこと イ 
時間的な順序や事柄の順序

などを考えながら内容の大体を
読むこと。 

第３・４学年  読むこと イ 
目的に応じて，中心となる語や

文をとらえて段落相互の関係や
事実と意見との関係を考え，文章
を読むこと。 

第５・６学年  読むこと イ 
目的に応じて，本や文章を比

べて読むなど効果的な読み方を
工夫すること。 

 

通過率の推移 

継続的な課題として 

考えられる内容 

【
正
答
例
】 

 

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
場
合
は
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
く
ら
し
て
い

た
「
す
み
か
」
に
合
わ
せ
た
し
育
の
く
ふ
う
を
し
て
い
ま
す
。 

 

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
木
の
上
で

く
ら
し
、
木
の
ツ
ル
を
使
っ
て
い
ど
う
し
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
ツ
ル
の
代
わ
り
に
な
る
じ
ょ
う
ぶ
な
ロ
ー
プ
や
消
ぼ

う
の
ホ
ー
ス
を
つ
る
す
く
ふ
う
を
し
て
い
ま
す
。 

 
メニュー「広島おこのみどん」   メニュー「ひろしまじゃけえ！ 

   

 （主な材料） 

・ごはん  

・ぶた肉 

・もやし  

・キャベツ 

・ねぎ  

・たまご 

・おこのみソース 

・青のり 

 

（主な材料） 

・ねぎ 

・ちりめんじゃこ 

・とうもろこし 

・天ぷら粉 

・たまご 

・油 

 

 

「
ひ
ろ
し
ま
給
食
１
０
０
万
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
広
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
広

島
県
の
学
校
給
食
で
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
で
し
た
か
。
こ
の
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
に
は
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
て
「
ひ
ろ
し
ま
」
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
た
く
な
る
こ
と
、
お
う
ち
で
も
か
ん
た
ん
に
作
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
食
べ
終
え
た
ら
、
ぜ
ひ
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

「ひろしまじゃけえ！ね

ぎちりあげ」は，ねぎと

とうもろこしのあまみが

とてもおいしいです。 

 

「広島おこのみどん」は，

おこのみソース味がごは

んに合って，とてもおいし

いです。 

【
資
料
２
】
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
の
メ
ニ
ュ
ー 

【
資
料
４
】
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
を
食
べ
た
人
の
感
想 

 

【
資
料
１
】 

給
食
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
話 

【
資
料
３
】
広
島
町
の
特
産
品
ベ
ス
ト
３ 

 

  

 

 

  

順位   食材 

 １   ねぎ 

 ２ ちりめんじゃ

こ 

 ３ こまつな 

 

 広島町の特産品 

【
正
答
例
】 

 

わ
た
し
の
お
す
す
め
は
、「
広
島
お
こ
の
み
ど
ん
」
で
す
。 

「
広
島
お
こ
の
み
ど
ん
」
に
は
、
広
島
町
の
特
産
品
ベ
ス
ト
３

に
入
っ
て
い
る
、
ね
ぎ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

食
べ
た
人
が
、
お
こ
の
み
ソ
ー
ス
味
が
ご
は
ん
に
合
っ
て
、
と

て
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
お
う
ち
で
も
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
メニュー「広島おこのみどん」   メニュー「ひろしまじゃけえ！ 

   

 （主な材料） 

・ごはん  

・ぶた肉 

・もやし  

・キャベツ 

・ねぎ  

・たまご 

・おこのみソース 

・青のり 

 

（主な材料） 

・ねぎ 

・ちりめんじゃこ 

・とうもろこし 

・天ぷら粉 

・たまご 

・油 

 

 

「
ひ
ろ
し
ま
給
食
１
０
０
万
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
広
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
広

島
県
の
学
校
給
食
で
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
で
し
た
か
。
こ
の
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
に
は
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
て
「
ひ
ろ
し
ま
」
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
た
く
な
る
こ
と
、
お
う
ち
で
も
か
ん
た
ん
に
作
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
食
べ
終
え
た
ら
、
ぜ
ひ
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

「ひろしまじゃけえ！ね

ぎちりあげ」は，ねぎと

とうもろこしのあまみが

とてもおいしいです。 

 

「広島おこのみどん」は，
おこのみソース味がごは

んに合って，とてもおいし

いです。 

【
資
料
２
】「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
の
メ
ニ
ュ
ー 

【
資
料
４
】
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
」
を
食
べ
た
人
の
感
想 

 

【
資
料
１
】 

給
食
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
話 

【
資
料
３
】
広
島
町
の
特
産
品
ベ
ス
ト
３ 

 

  

 

 

  

順位   食材 

 １   ねぎ 

 ２ ちりめんじゃ

こ 

 ３ こまつな 

 

 広島町の特産品 

① 

① 

①’ 

 

②’ 

② 

①’ 

① 

③ 

② 

②’ ③’ 



り出すことができなかったためだと考えられます。また，問題文中の例文を参考に，取り出した情報同士を

関係付けて記述ができていないことも原因の一つとして考えられます。 

そこで，平成 28 年度の学力調査報告書では，これらのことを課題として取り上げ，授業改善のポイントを

示しました。平成 29 年度は，課題に対する授業改善の状況を把握するため，平成 28 年度と同様に，取り出

す情報が情報量の多い文章中に配置されている問題を出題しました。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析】 

 解答類型を見ると，正答の条件①，②は満たしているものの，条件③を満たしていないものが 11.2％とい
う結果であることから，情報量の多い文章中に配置されていた条件③の情報を取り出し，関係付けて記述す
ることに課題があることが分かります。また，「上記以外の解答」が 27.2％と多くなっていますが，これは，
条件①，②，③の全ての情報を取り出し，それらを関係付けて記述することができなかったと考えられます。 

 

 

【今後の指導に向けて】 

 情報量の多い文章の中から，必要な情報を取り出し，それらを関係付けて記述させるためには，次の
ような指導が必要になります。 
○ 説明的な文章を読ませるときには，読む目的に応じて中心となる語や文に注目して要点をまとめた

り，小見出しを付けたりして内容を整理させる。 
○ 複数の資料の中から必要な情報を取り出させるときには，文章や図表，グラフなどがそれぞれ何の

情報を表しているのかを読み取らせる。  
○ 取り出した情報を関係付けて記述させるためには，資料からの引用の仕方や文章構成，文と文との

つなぎ方等について，基本的な事項を指導する。 
〇 他教科等の学習と関連させたり，読む目的に応じて，本や文章をはじめ新聞や雑誌，インターネ

ットやパンフレット，リーフレットなどの資料を意図的に活用したりする言語活動を設定する。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度の問題及び解答類型と分析 

 

□ 説明的な文章から，目的に応じて，中心となる語や文を抜き出し，それらを使って要点を
まとめる等，文章から必要な情報を取り出す学習をさせましょう。 

□ 複数の資料からの情報の引用の仕方や情報を関係付けて自分の考え等を記述する際の，文
章構成や文と文とのつなぎ方等について，基本的な事項を指導しましょう。 

□ 他教科等と関連させたり，学校図書館等を活用したりする言語活動を設定しましょう。 

授業改善のポイント 

○ 情報量の多い文章の中から必要な情報を取り出し，それらを関係付けて記述すること
に課題がある。 

継続的な 

課題 

解答類型を基に児童の誤答を分析しましょう。個々の児童のつまずきを把握
し，その個に応じた具体的な手立てを講じていきましょう。 

 

【
正
答
の
条
件
】 

条
件
①
「
つ
ま
ず
き
チ
ェ
ッ
ク
」
か
ら
の
情
報
の
取
り
出
し 

条
件
②
「
鉄
ぼ
う
名
人 

池
田
さ
ん
の
お
す
す
め
練
習
法
」
か

ら
の
情
報
の
取
り
出
し 

条
件
③
「
家
で
も
で
き
る
練
習
が
あ
る
よ
！
」
か
ら
の
情
報
の

取
り
出
し 

解答類型 H29(%) 自校 

〇 
条件①②③を満たしている。（内容の順序が違っていても，

正しい文脈で書かれていれば正答とする。） 
32.8  

× 条件①②を満たしているが，条件③を満たしていない。 11.2  

× 条件①③を満たしているが，条件②を満たしていない。 1.0  

× 条件②③を満たしているが，条件①を満たしていない。 1.6  

× 条件①を満たしているが，条件②③を満たしていない。 6.4  

× 条件②を満たしているが，条件①③を満たしていない。 1.4  

× 条件③を満たしているが，条件①②を満たしていない。 1.0  

× 上記以外の解答 27.2  

― 無解答 17.5  

 

① ’

’ 

②’ ③’ 
【
正
答
例
】 

 
 

う
で
の
使
い
方
が
悪
い
と
、
起
き
上
が
れ
ま
せ
ん
。
う
で

を
の
ば
す
よ
う
に
し
て
鉄
棒
を
お
し
な
が
ら
上
半
身
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

お
す
す
め
の
練
習
法
は
、
鉄
ぼ
う
に
お
な
か
を
か
け
、
ぶ

ら
さ
が
っ
た
じ
ょ
う
た
い
か
ら
体
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。 

 
 

家
で
も
で
き
る
練
習
に
は
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
、
足
を

も
っ
て
も
ら
い
、
手
の
力
だ
け
で
前
へ
進
ん
で
い
く
手
お
し

車
の
練
習
が
あ
り
ま
す
。 

   

 

 

① 

② 

③ 

ぼ
く
は
、
足
を
ふ
り
上
げ
て
回
る
と
こ
ろ
ま

で
は
で
き
る
の
で
す
が
、
体
を
起
き
上
が
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
練
習
を
し
た

ら
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。 

① 
 

 

 

さか上がりの絵 【
平
成
二
十
九
年
度
】 


